
　
二
つ
目
は
岩
舟
の
ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
事

業
で
す
。
村
檜
神
社
、
高
勝
寺
な
ど
の

文
化
財
、
慈
覚
大
師
円
仁
の
よ
う
な
偉

人
、
蕎
麦
・
梨
・
ぶ
ど
う
・
い
ち
ご
・

ト
マ
ト
等
の
美
味
な
る
農
産
物
を
題
材

に
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
し
、
市
内
外
に
情

報
提
供
す
る
も
の
で
す
。

地
域
予
算
提
案
事
業
っ
て
？

　
地
域
で
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

一
定
の
枠
内
で
振
り
分
け
ら
れ
る
地
域

限
定
予
算
（
平
成
29
年
度
岩
舟
地
域
は

２
９
１
万
円
の
予
定
）
に
つ
い
て
、
地

域
住
民
（
地
域
会
議
）
が
予
算
の
使
い

道
（
岩
舟
独
自
の
事
業
）
を
市
長
に
提

案
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
28
年
７
月
28
日(

木)

岩
舟
地
域

会
議 

部
会
に
お
い
て
、
地
域
予
算
提

案
事
業
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
協
議
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
岩
舟
地
域
に
は
豊
か
な
自
然
・
歴

史
、
農
産
物
が
あ
り
ま
す
が
、
対
外
的

な
知
名
度
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
あ
り
ま
せ

ん
。
岩
船
山
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
、

円
仁
や
小
野
寺
氏
の
歴
史
、
神
社
・
お

寺
等
の
文
化
財
、
豊
か
な
土
壌
が
育
む

農
産
物
等
、
有
力
な
地
域
資
源
を
積
極

的
に
活
用
し
、
ふ
る
さ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、
地
域
会
議
で
は
２
つ
の
事
業
を

提
案
す
る
予
定
で
す
。

　
一
つ
目
は
岩
舟
の
郷
土
歴
史
伝
承
事

業
で
す
。
岩
舟
地
域
の
歴
史
年
表
の
作

成
、
歴
史
・
文
化
講
座
の
開
催
を
通
し

て
岩
舟
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
て
い
く

も
の
で
す
。

　
市
長
は
、
提
案
さ
れ
た
事
業
を
次
年

度
予
算
案
に
反
映
し
、
議
会
の
議
決
を

経
て
、
市
が
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
平
成
28
年
４
月
21
日
（
木
）

○
議
事
１
　
報
告

①
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
災

害
に
関
す
る
検
証
報
告
書
資
料
に
つ
い

て【
総
務
部
　
危
機
管
理
課
】

概
要
　
昨
年
９
月
の
豪
雨
災
害
に
つ
い

て
、
災
害
状
況
、
対
応
状
況
、
今
後
の

対
応
策
を
盛
り
込
ん
だ
検
証
報
告
書
を

ま
と
め
た
。
報
告
書
を
踏
ま
え
地
域
防

災
計
画
を
改
訂
す
る
。

●
主
な
質
疑
等
に
つ
い
て
は
以
下
の

　
と
お
り
で
す
。

Ｑ　

昨
年
の
豪
雨
災
害
の
際
、
学
校
は

閉
校
な
の
に
、
同
位
置
に
あ
る
学
童
保

育
は
開
放
す
る
と
い
う
こ
と
に
違
和
感

が
あ
っ
た
。
横
の
連
絡
を
お
願
い
し
た

い
。
ま
た
、
避
難
所
に
お
い
て
は
女
性

に
加
え
、
乳
幼
児
（
を
持
つ
親
）
に
も

配
慮
願
い
た
い
。

Ａ　

学
校
側
と
も
連
携
は
密
に
し
た

い
。
乳
幼
児
に
つ
い
て
も
配
慮
し
た

い
。

Ｑ　

小
野
寺
南
小
は
避
難
所
と
し
て
、

ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
地

域
防
災
訓
練
は
予
定
通
り
実
施
す
る
の

か
？

Ａ　

地
域
防
災
訓
練
は
小
学
校
を
順
番

に
会
場
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
順
番

で
は
小
野
寺
南
小
の
番
で
あ
り
仮
予
約

し
た
。
実
施
内
容
に
つ
い
て
は
昨
年
の

豪
雨
災
害
を
受
け
、
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

→
後
日
、
会
場
の
見
直
し
を
行
っ
て
遊

楽
々
館
に
変
更
と
な
っ
た
。

Ｑ　

地
域
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
、
行

政
関
係
職
員
が
参
集
で
き
な
い
ほ
ど
の

災
害
が
起
き
た
ら
大
変
だ
と
い
う
こ
と

を
感
じ
た
。
住
民
も
そ
う
い
う
思
い
に

な
れ
ば
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
に
つ

い
て
よ
り
強
く
感
じ
ら
れ
る
と
思
う
。

も
っ
と
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ

し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
地
元
の
指
定
避
難
所
に
つ
い
て

言
え
ば
、
建
物
の
広
さ
、
強
度
の
面
等

不
安
は
あ
る
。

Ａ　

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
出
前

講
座
を
通
し
て
組
織
の
必
要
性
に
つ
い

て
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
。
避
難
所
に

つ
い
て
は
見
直
し
作
業
を
す
る
。

1　　岩舟地域会議だより　★岩舟地域会議だよりは市のＨＰにも掲載しています。

平
成
28
年
度

第
１
回
地
域
会
議
報
告

平
成
28
年
度

第
１
回
地
域
会
議
報
告

平
成
28
年
度

第
１
回
地
域
会
議
報
告

2016年８月　第４号

平
成
29
年
度
実
施
分 

岩
舟
地
域
予
算
提
案
事
業
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
実
施
分 

岩
舟
地
域
予
算
提
案
事
業
に
つ
い
て



★岩舟地域会議だよりは市のＨＰにも掲載しています。　岩舟地域会議だより　2

とち介＆コスもん

岩舟地域会議だより

Ｑ　

今
後
の
対
応
策
の
項
目
が
た
く
さ
ん
あ

る
が
全
部
す
る
の
は
難
し
い
と
感
じ
る
。
ま

ち
づ
く
り
実
働
組
織
に
つ
い
て
は
、
防
災
組

織
の
一
面
も
あ
る
と
い
う
方
向
で
進
め
て
い

く
べ
き
と
思
う
。

Ａ　

対
応
策
に
つ
い
て
は
財
政
的
な
問
題
も

伴
う
の
で
や
れ
る
も
の
か
ら
や
っ
て
い
く
。

吹
上
地
区
で
は
情
報
を
一
元
的
に
受
け
、
地

区
内
に
も
れ
な
く
伝
わ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
実
働
組
織
の
理
念
に
近
い
仕
組
み
を
つ

く
っ
て
い
る
。

②
平
成
28
年
度
組
織
機
構
改
編
に
伴
う
災
害

時
に
お
け
る
総
合
支
所
の
体
制
に
つ
い
て

【
総
務
部
　
危
機
管
理
課
】

概
要
　
平
成
28
年
度
組
織
機
構
改
編
に
伴
い

総
合
支
所
は
職
員
が
減
っ
て
い
る
。
災
害
時

の
総
合
支
所
の
体
制
に
つ
い
て
定
め
た
。

　
各
地
域
に
居
住
す
る
職
員
及
び
各
総
合
支

所
に
勤
務
経
験
を
有
す
る
職
員
を
〝
地
域
応

援
班
〟
の
職
員
と
し
て
以
下
の
役
割
に
充
て

る
。

（
１
）
総
合
支
所
に
設
置
さ
れ
る
各
班
の
応

援

（
２
）
土
の
う
の
作
成
及
び
運
搬

（
３
）
総
合
支
所
長
か
ら
指
示
の
あ
っ
た
事

項

　
平
成
28
年
岩
舟
総
合
支
所
は
職
員
数
が
昨

年
よ
り
31
人
減
の
37
名
で
あ
る
。
災
害
時
は

地
域
応
援
班
22
名
に
加
え
、
道
路
河
川
の
冠

水
、
倒
木
な
ど
の
危
険
箇
所
の
確
認
や
通
行

止
め
の
対
応
を
す
る
４
名
の
職
員
を
加
え
た

63
名
で
対
応
す
る
。

●
主
な
質
疑
等

Ｑ　

行
政
職
員
は
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

き
ど
ん
な
訓
練
を
し
て
い
る
の
か
？

Ａ　

現
在
は
し
て
い
な
い
。
今
後
計
画
す

る
。

Ｑ　

地
域
応
援
班
の
応
援
職
員
数
の
根
拠
は

何
か
？ 

Ａ　

昨
年
度
と
本
年
度
の
職
員
数
の
差
の
７

割
を
応
援
職
員
数
と
し
た
。
本
当
に
必
要
な

職
員
数
は
さ
ら
に
洗
い
出
す
必
要
は
あ
る
と

考
え
る
。

Ｑ　

同
報
系
防
災
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
特

定
の
場
所
ご
と
に
対
応
が
で
き
る
の
か
？

Ａ　

地
域
を
指
定
し
て
の
情
報
提
供
は
可
能

で
あ
る
。

意
見

　
災
害
対
策
本
部
周
辺
で
緊
急
車
両
が
故
障

し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
代
替
場
所
で
の
災

害
対
策
本
部
の
設
置
も
検
討
が
必
要
と
思

う
。

日
時
　
平
成
28
年
５
月
26
日(

木)

○
議
事
１
　
報
告

栃
木
市
立
小
中
学
校
適
正
配
置
基
本
方
針
に

つ
い
て

【
教
育
部
　
教
育
総
務
課
】

概
要
　
全
国
的
な
少
子
化
が
進
行
す
る
中
、

市
内
の
小
中
学
校
間
で
も
教
育
環
境
の
不
均

衡
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
解
消
す
る

た
め
の
適
正
な
学
校
配
置
を
推
進
す
る
た
め

基
本
方
針
を
策
定
す
る
。

●
主
な
質
疑
等

Ｑ　

教
室
が
足
り
な
い
ほ
ど
大
規
模
化
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の
か
？
ま
た
、
そ
う

い
っ
た
地
区
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
？

Ａ　

現
在
、
教
室
が
不
足
す
る
ほ
ど
の
学
校

は
な
い
の
で
、
対
応
は
考
え
る
と
い
う
段
階

第
２
回
地
域
会
議
報
告

第
２
回
地
域
会
議
報
告

第
２
回
地
域
会
議
報
告

に
な
い
。

Ｑ　

平
成
22
年
の
市
町
村
合
併
以
降
に
学
区

の
見
直
し
は
あ
っ
た
の
か
？

ま
た
、
意
見
と
し
て
述
べ
る
が
、
学
校
教
育

は
あ
る
程
度
の
規
模
の
集
団
生
活
を
通
し
て

行
わ
れ
る
も
の
だ
と
思
う
の
で
、
統
合
も
選

択
肢
と
し
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感

じ
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
不
便
な
こ
と
が
あ
れ

ば
十
分
考
慮
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

学
区
の
見
直
し
は
し
て
い
な
い
。

Ｑ　

学
校
区
ご
と
に
説
明
会
を
し
て
い
く
と

の
こ
と
だ
が
、
統
合
や
学
区
の
変
更
を
考
え

る
と
よ
り
広
い
地
区
を
対
象
と
し
た
説
明
会

と
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
？

Ａ　

ま
ず
は
現
学
校
区
ご
と
に
説
明
を
す
る

と
い
う
こ
と
で
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

Ｑ　

栃
木
市
な
ら
で
は
の
小
中
一
貫
教
育
、

と
ち
ぎ
未
来
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト
事
業
と
は
何

か
？

Ａ　

栃
木
市
な
ら
で
は
の
小
中
一
貫
教
育
と

は
、
特
に
中
学
で
つ
ま
ず
か
な
い
よ
う
９
年

間
の
義
務
教
育
を
見
据
え
、
一
貫
性
の
あ
る

教
育
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
と
ち
ぎ
未

来
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト
事
業
と
は
地
域
・
家
庭

と
連
携
し
、
開
か
れ
た
特
色
あ
る
学
校
を
め

ざ
し
、
実
施
す
る
事
業
で
あ
る
。
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５
月
26
日
（
木
）
岩
舟
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
静
和
２
区
が
、
皆
川
地
区
街

づ
く
り
協
議
会
を
招
い
て
、
勉
強
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
皆
川
地
区
街
づ
く
り
協
議
会
は
、
今
年
３

月
、
栃
木
市
の
新
し
い
自
治
制
度
で
あ
る

「
ま
ち
づ
く
り
実
働
組
織
」
に
栃
木
市
内
で

い
ち
早
く
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
静
和
２
区
で
は
、
皆
川
地
区
街
づ

く
り
協
議
会
で
設
立
に
携
わ
っ
た
中
心
人
物

で
あ
る
関
口
茂
一
郎
氏
、
行
政
的
な
側
面
支

援
を
す
る
大
塚
皆
川
公
民
館
長
を
招
き
ま
し

た
。

○
議
事
２

地
域
協
議
会
等
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
に
対

す
る
市
の
対
応
状
況
に
つ
い
て

概
要
　
岩
舟
町
地
域
協
議
会
が
平
成
26
年
９

月
６
日
に
提
出
し
た
意
見
書
に
対
す
る
市
の

対
応
状
況
を
報
告
す
る
。

●
主
な
質
疑
等

Ｑ　

進
ん
で
い
る
も
の
、
そ
う
で
な
い
も
の

が
あ
っ
た
が
、
そ
う
で
な
い
も
の
に
再
要
望

は
可
能
か
？

Ａ　

可
能
で
あ
る
。

Ｑ　

み
か
も
山
に
建
設
予
定
の
県
の
青
少
年

施
設
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
は
？

Ａ　

栃
木
県
生
涯
学
習
課
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
平
成
28
年
度
は
基
本
構
想
を
つ
く
る
、

予
定
地
は
み
か
も
山
周
辺
、
平
成
35
年
度
開

所
を
め
ど
に
事
業
を
進
め
る
。
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　
最
初
に
関
口
氏
か
ら
街
づ
く
り
協
議
会
設

立
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

「
平
成
14
年
に
皆
川
地
区
を
何
と
か
し

た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
た
住
民
15
名
が

集
ま
り
、
「
街
づ
く
り
研
究
会
」
を
作
っ

て
２
、
３
ヶ
月
に
一
度
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
た
。

　

３
年
間
ぐ
ら
い
話
し
合
っ
た
が
、
集

ま
っ
て
話
し
合
う
こ
と
自
体
が
目
的
と

な
っ
て
し
ま
い
、
お
茶
飲
み
会
の
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
き
た
。

　

会
員
の
中
に
一
人
、
以
前
か
ら
皆
川
城

址
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
人
が
い
て
、
城

址
公
園
で
何
か
イ
ベ
ン
ト
を
し
、
地
域
の

活
性
化
を
図
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。

　

平
成
17
年
度
に
事
業
所
か
ら
寄
付
金
を

募
っ
て
城
址
公
園
で
「
あ
ん
ど
ん
ま
つ

り
」
を
実
施
し
た
が
、
財
源
と
人
手
が
不

足
し
た
た
め
、
組
織
を
強
化
す
る
こ
と
に

し
た
。

　

平
成
18
年
２
月
に
地
域
内
の
20
自
治
会

に
協
力
を
求
め
、
各
自
治
会
か
ら
１
名
の

役
員
を
選
び
、
各
戸
３
０
０
円
（
現
在
は

各
戸
５
０
０
円
徴
収
）
の
集
金
を
す
る
こ

と
と
し
て
、
「
街
づ
く
り
協
議
会
」
を
発

足
さ
せ
た
。
反
対
の
声
も
あ
っ
た
が
、
地

域
全
員
の
合
意
を
得
る
と
い
う
こ
と
は
難

し
い
。
お
茶
飲
み
会
で
な
く
一
歩
踏
み
出

す
と
い
う
こ
と
で
組
織
を
強
化
し
た
。
皆

川
地
区
の
人
で
さ
え
本
会
の
活
動
に
賛
同

し
て
い
る
人
は
２
割
く
ら
い
と
い
う
自
己

認
識
で
あ
る
。

　

平
成
28
年
３
月
、
「
皆
川
地
区
街
づ
く

り
協
議
会
」
は
栃
木
市
初
の
認
定
実
働
組

織
と
な
っ
た
。

●
そ
の
後
の
質
疑
等

Ｑ　

若
い
世
代
の
参
加
率
は
ど
う
か
？
後
継

者
の
育
成
は
？

Ａ　

現
実
的
に
50
代
以
下
の
委
員
は
少
な

い
。
そ
の
年
代
は
現
役
で
働
い
て
お
り
、
あ

て
に
し
て
も
仕
方
な
い
の
で
、
65
歳
以
上
の

リ
タ
イ
ア
組
を
仲
間
に
取
り
込
む
こ
と
に
し

て
い
る
。
現
委
員
の
平
均
年
齢
は
70
歳
を
超

え
て
い
る
と
思
う
。

　
後
継
者
の
育
成
は
あ
ま
り
考
え
て
い
な

い
。
ま
た
考
え
て
も
仕
方
が
な
い
。
今
、
動

け
る
人
が
、
自
分
た
ち
の
意
思
で
地
域
の
た

め
に
活
動
し
て
い
る
だ
け
。
先
の
こ
と
は
次

の
世
代
が
考
え
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

Ｑ　

イ
ベ
ン
ト
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要

だ
と
思
う
が
、
集
め
る
の
に
苦
労
は
あ
っ
た

か
？

Ａ　

ま
ず
各
自
治
会
か
ら
１
名
出
し
て
ほ
し

い
と
協
力
を
求
め
た
が
、
城
址
公
園
の
草
刈

が
大
変
だ
と
、
い
や
い
や
参
加
し
て
い
る
人

先
進
地

「
皆
川
地
区
街
づ
く
り
協
議
会
」を
知
る

　
　
新

委

員

紹

介

　

岩
舟
地
域
自
治
会
連
合
会 

役
員

の
改
選
に
よ
り
、
５
月
13
日
付
で

川
島
章
男
氏
が
岩
舟
地
域
会
議
委

員
に
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
29
年
３
月
31
日
ま

で
で
す
。
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こ
れ
ま
で
「
小
野
寺
北
小
学
区
ま
ち
づ
く

り
実
働
組
織
」
と
い
う
名
称
を
使
用
し
て
い

た
が
、
実
働
組
織
と
い
う
呼
び
方
は
一
般
的

で
な
い
と
い
う
理
由
で
、
今
後
は(

仮
称)

小

野
寺
ふ
れ
あ
い
会
と
し
て
、
様
々
な
団
体
と

話
し
合
い
を
重
ね
、
よ
り
良
い
事
業
を
企
画

し
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

も
い
た
。
毎
年
度
１
名
ず
つ
出
し
て
も
ら
っ

て
い
る
が
、
年
度
が
替
わ
っ
て
も
残
っ
て
く

れ
る
人
が
い
て
、
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。

Ｑ　

ま
ち
づ
く
り
を
始
め
る
前
と
比
べ
て
地

域
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
。

Ａ　

少
し
ず
つ
だ
が
、
地
域
内
に
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
思
い
が
芽
生
え
て
き
た
と
思

う
。

　
６
月
1
日
（
水
）
小
野
寺
地
区
公
民
館
に

て
、
北
小
学
区
の
設
立
準
備
会
代
表
者
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
今
後
の
会
の

名
称
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
あ
り
、
（
仮

称
）
「
小
野
寺
ふ
れ
あ
い
会
」
と
し
て
話
し

合
い
を
進
め
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
５
月
８
日
（
日
）
「
岩
舟
地
域
自
治
会
連

合
会
総
会
」
が
遊
楽
々
館
で
開
催
さ
れ
、
岩

舟
地
域
自
治
会
長
76
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
平
成
27
年
度
事
業
報
告
、
決
算

報
告
、
監
査
報
告
、
平
成
28
年
度
事
業
計

画
、
平
成
28
年
度
予
算
、
平
成
28
年
度
新
役

員
案
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
新
役
員
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

　
栃
木
市
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
が
７
月
15
日

（
金
）
、
19
日
（
火
）
、
20
日
（
水
）
岩
舟

公
民
館
、
静
和
地
区
公
民
館
、
遊
楽
々
館
で

そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
長

や
市
幹
部
が
直
接
地
域
に
出
向
き
、
参
加
者

と
直
接
意
見
を
交
わ
す
と
と
も
に
市
の
主
要

事
業
を
説
明
す
る
も
の
で
す
。

　
岩
舟
地
域
３
会
場
で
約
１
２
０
人
が
参
加

し
、
道
路
改
良
、
思
川
開
発
、
不
法
投
棄
、

学
校
適
正

配
置
基
本

方
針
等
身

近

な

疑

問
、
要
望

に
つ
い
て

意
見
を
交

換
し
ま
し

た
。
市
は

主
要
事
業

と
し
て
旧

市
役
所
周

辺
の
地
方
都
市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、
空

き
家
の
有
効
活
用
や
市
内
に
新
築
住
宅
購
入

者
を
支
援
す
る
定
住
促
進
事
業
、
自
治
会
に

対
す
る
防
災
ラ
ジ
オ
の
無
償
配
布
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。
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